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肥育牛におけるペーパーシュレッダーダストを混合した敷料の利用は可能 

［要約］ ペーパーシュレッダーダスト（PSD）をオガクズと重量比１：３で混合して使

用した場合、飼育密度13.69㎡/頭で黒毛和種肥育牛を26ヶ月令から2ヶ月間飼育しても、

敷料追加を行うことなく、飼養が可能である。 
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［背景・ねらい］ 

 近年では、敷料不足が問題になっており、それらを安定的に安価に確保することが望ま

れている。そこで今回は、オガクズと PSD を混合し、肥育牛の敷料として利用の可能性に

ついて検討した。 

 

［成果の内容・特徴］ 

1  PSD を重量比 23.9%でオガクズと混合し、13.69 ㎡の牛房に敷き、30 ヶ月齢の黒毛和種

去勢肥育牛 1 頭を 1 ヶ月間（試験１：図１a）または２ヶ月間（試験２：図１b）飼育し

たところ、試験 1 の水分割合の変化は、試験開始時 7.8％だったものに対し、試験終了

時は 32.9%（4.2 倍）で、試験２の水分割合の変化は、試験開始時 7.4％だったものに対

し、試験終了後は 58.7%（7.9 倍）であり、PSD 混合敷料で１～２ヶ月間の飼養は可能で

ある。 

 

2 試験１の供試牛の体重変化は、試験開始時 776kg だったものに対し、試験終了後は 790

kg（D.G. 0.40）で、当所のオガクズ単独を敷料とした過去の肥育牛の同時期の D.G（0.

68、n=3）よりやや低い数値である。試験２の供試牛の体重変化は、試験開始時 688kg だ

ったものに対し、試験終了後は 740kg（D.G. 0.93）であり、これは過去の同時期の D.G

（0.81、n=4）と同等の数値である（表２）。 

 

3  試験後の PSD 混合敷料は示温材を使用した堆肥化試験において堆肥化処理したところ 

55℃以上の発酵温度を数日間維持することから、飼育密度 13.69 ㎡/頭の場合 PSD をオガ 

クズに重量比１：３で混合して敷料としても敷料追加を行うことなく飼養が可能であり、 

堆肥化も問題ない。 



 

 

［具体的データ］ 
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 図１ 試験開始前の状態（a：試験１、b：試験２） 
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 図２ 試験終了後の状態（a：試験１、b：試験２） 

 

表１.試験区別の PSD 配合割合 

試験区 

 

オガクズ量 

(kg) 

PSD 量

(kg) 

合計

(kg) 

PSD 重量 

(%) 

試験面積 

(m2) 

面積あたり

の量(kg/m2) 

試験１ 131.5 41.2 172.7 23.9% 13.69 12.6 

試験２ 144.9 48.3 193.2 25.0% 13.69 14.1 

 

表２.試験区別の供試牛体重変化 

試験区 

 

月齢 開始時体重 

(kg)  

終了時体重 

(kg) 

増加重量 

(kg) 

日数 DG 

試験１ 30 776 790 14 35 0.40 

試験２ 26 688 740 52 56 0.93 
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